
２０１７年 第８２回全日本学生ヨット選手権大会北海道予選 

 

大会期日 平成２９年 ９月７日（木）～９月１０日（日） 計測 9 月２日（土）３日（日） 

開催地 小樽市祝津ヨットハーバー 

共同主催 北海道学生ヨット連盟、小樽セーリング協会、北海道セーリング連盟 

 

レース公示 

 

１．適用規則 

１．１  「セーリング競技規則 2017～2020」（以下：RRS）に定義された規則を適用する。レース

公示および帆走指示書により変更されたものを除く。 

１．２  「全日本学生ヨット連盟規約」、「４７０級学連申し合わせ事項」、「スナイプ級申し合わせ事項」

を適用する。  

１．３  付則Ｄは適用しない。 

１．４ SCIRA 規則の「国内および国際選手権大会の運営規定」は適用しない。 

１．５ RRS ４１に以下を追加する。 

「（ｅ）自チーム内での情報の授受」 

１．６  RRS ６０．１（ｂ）に以下を追加する。 

「ただし、艇は、自チームの他艇から受けた損傷または傷害に基づいて、救済要求を行うことは出来な

い」 

１．７  RRS ６４．１（e）を追加する。 

「インシデントが同じチームの艇の間であり、接触がなかった場合、RRS 第２章の規則違反に対して

のペナルティーは科せられない。」 

 

２．競技種目 

国際４７０級、国際スナイプ級 

 

３．参加資格および申込み 

３．１  参加資格 

（１）本大会は、北海道学生ヨット連盟加盟大学のチームが参加することができる。 

（２）参加チームの競技者は、次の項目を満たしていなければならない。 

 （ａ）２０１７年度（公財）日本セーリング連盟会員であること。 

 （ｂ）全日本学生ヨット連盟規約第６条に定められた競技出場資格を満たしていること。学籍、

入学時より４年間であること。 

 （ｃ）国際４７０級の競技者は、日本４７０協会の２０１７年度団体会員登録を完了している

ヨット部に所属していること。 

 （ｄ）国際スナイプ級の競技者は、２０１７年度ＳＣＩＲＡ会員であること。 

 （ｅ）競技参加申込は各種目別、１チーム３艇とし予備艇の登録を１艇認める。但し、１チー



ムの登録競技者はスキッパー４名、クルー８名とする。 

（３）参加チームの監督およびコーチは、２０１７年度（公財）日本セーリング連盟会員であること。 

３．２  参加申込み 

（１）「参加申込書」に必要事項を記入の上、次の書類を添付し、平成２９年８月３１日（木）必着で下

記に郵送すること。 

 （ａ）添付すべき書類： 

 ・参加申込書および同申込書に記載した競技者全員の「２０１７年度（公財）日本セーリ

ング連盟メンバーカードの写し」 

・国際スナイプ級の競技者は、「ＳＣＩＲＡメンバー登録完了証明書の写し」 

・「支援艇許可申請書」 

 （ｂ）郵送先：北海道学生ヨット連盟委員長：成瀬 未帆 （郵送先は指定期日以前に委員長か

ら各大学主将宛メールで別途指示します。 指示のない場合等は下記に連絡すること） 

        北海道学生ヨット連盟委員長 成瀬 未帆 

  携帯電話 ０９０－３６６３－１８１２ 

  メールアドレス cm1006929@gmail.com 

（2）期日を過ぎてからの参加申込み（書類の不足または不備を含む）および競技者の追加変更登録は

認めない。 

 

４．参加料 

４．１  参加料は次の通りとする。 

１校／１クラス ３０，０００円 両クラス ６０，０００円 

４．２  振込締切り期日： 平成２９年 8月 31日（木） 

４．３  振込先：北洋銀行 小樽駅前支店、口座名義 北海道学生ヨット連盟委員長 成瀬 未帆 

振込口座番号：３４５ ３３０６７１７ 

 

５．艇 

５．１  各クラスとも１チーム３艇とする。なお各チームとも１艇の予備艇を認める。 

５．２  艇は、原則として参加チームの所有艇とするが、参加チームが手配したチャーター艇も認める。 

５．３  国際スナイプ級の艇は、２０１７年度ＳＣＩＲＡ登録を完了していること。（デコールの貼り付

け） 

５．４  予備艇の使用は、艇の破損による場合のみとし、事前にレース委員会の許可を得なければなら

ない。 

６．セール 

６．１  各チームが用意した１チーム３セットとする。なお各チームとも１セットの予備セールを認め

る。 

６．２  国際４７０級のセールは基本計測および今年度の大会計測を完了していなければならない。 

６．３  国際スナイプ級のセールは、２０１７年の年度計測および今年度の大会計測を完了していなけ

ればならない。 

６．４  同一のセール番号を同時に使用してはならない。各クラス協会に登録されたセール番号以外の

mailto:cm1006929@gmail.com


番号を使用してはならない。但し、予備セールを使用する場合はこの限りではない。 

６．５  国際４７０級のメイン・セールとスピネーカーのセール番号は同一でなければならない。ただ

し、損傷したセール交換の場合は当日に限り適用しない。 

６．６  予備セールの使用は、セールの紛失または補修ができないほどの損傷があった場合のみとし、

事前にレース委員会の承認を得なければならない。 

 

７．日程 

７．１  レース日程と予定レース数は次の通り。 

各日程の最大レース数は「５レース」とする。実施レース数はレース委員会の裁量による。 

 

日程 行事 予定時刻 予定レース

数 

9 月 2 日（土） 

９月３日（日） 

セール計測および艇計測 ９：００～１６：００  

9 月７日（木） 受付（登録） 

主将会議 

９：００～１０：００ 

１０：００～１０：３０ 

 

9 月 8 日（金） （運営会議） 

ブリーフィング 

開会式 

国際 470 級第 1 レース予告信号 

国際スナイプ級第 1レース予告信号 

第２レース以降順次行う 

国際 470 級最終レース予告信号 

８：１０ 

８：２０ 

８：３０ 

９：３０ 

９：３５ 

 

１５：００ 

 

 

 

  ４ 

9 月 9 日（土） （運営会議） 

ブリーフィング 

国際 470 級第 1 レース予告信号 

国際スナイプ級第 1レース予告信号 

第２レース以降順次行う 

国際 470 級最終レース予告信号 

８：１０ 

８：２０ 

９：３０ 

９：３５ 

 

１５：００ 

 

 

  ４ 

9 月 10日(日)   （運営会議） 

ブリーフィング 

国際 470 級第 1 レース予告信号 

国際スナイプ級第 1レース予告信号 

第２レース以降順次行う 

国際 470 級最終レース予告信号 

閉会式 

８：１０ 

８：２０ 

９：３０ 

９：３５ 

 

１３：００ 

１６：００ 

 

 

 



７．２  9 月 8 日（金）9日（土）は１５：００を超えて、10 日（日）は１３：００を超えて予告信

号を発しない。ただし 上記時刻より以前に予告信号が発せられた国際４７０級のスタートがゼネラル・

リコールとなった場合の新しいスタートの予告信号およびこれに続くスナイプ級の予告信号は発する。 

 

８．計測 

８．１  参加チームは、使用する艇の艇体に関する有効な計測証明書のコピーを受付時に提示しなけれ

ばならない。 

８．２  各チームは、艇体およびセールに関する水域のイクイップメント・メジャラーとして指定され

たメジャラーによる大会事前計測を完了したことを証明する「大会計測完了証明書」を提出しなければ

ならない。証明書発行後は、改造を行ってはならない。計測後に改造を行った場合は、再計測を受けな

ければならない。（ただし、４７０級の艇計測料 １艇 １，５００円 スナイプ １艇２，０００円および

セール１枚 ５００円は各校負担とする。） 

 

９．受付 

参加チームは、大会本部で次の書類を提示し、受付を完了しなければならない。 

 （ａ）参加競技者の（公財）日本セーリング連盟会員証の写し。 

 （ｂ）監督・コーチの（公財）日本セーリング連盟会員証の写し。 

 （ｃ）国際４７０級は、計測登録証明書および INTERNATIONAL 470 CLASS 

MESUREMENTFORM２０１１年７月２９日以前に登録された艇は、上記に加え計測登録証

明書のコピーも提示しなければならない。 

（ｄ）国際スナイプ級の競技者は、日本スナイプ協会北海道フリートキャプテンが発行する「２

０１７年度ＳＣＩＲＡ登録証明書（コピー）」。 

 （ｅ）国際スナイプ級は 計測証明書のコピー。 

 

１０．帆走指示書 

１０．１ 帆走指示書は、平成２９年８月２４日（木）までに北海道学生ヨット連盟のメーリングリスト

にて配布し、同ホームページ http://hgyr.jimdo.com/レース公示-帆走指示書/にも掲示する。 

１０．２ 帆走指示書に対する質問は、平成２９年 8 月３１日（木）必着で大会事務局宛に送付するこ

と。 

大会事務局連絡先： 北海道学生ヨット連盟 委員長 成瀬 未帆（参加申込先と同じ） 

１０．３ 質問に対する回答は、公式掲示板に掲示する。 

 

１１．レース海面とコース 

「添付図１、２」を参照のこと。コース見取り図は、レグ間の概ねの角度、通過するマークの順序、そ

れぞれのマークをどちら側に見て通過するかを含むコースを示す。 

 

１２．得点 

１２．１ 大会の成立は、３レースを完了することが必要である。 

１２．２ クラス別のチーム順位は、実施された全てのレースにおける各チーム３艇の得点の合計とし、



より得点の低いチームを上位とする。これは規則Ａ２を変更している。 

１２．３ 総合得点は、両クラスに参加した大学の全ての艇の得点合計とし、より得点の低い大学を上位

とする。 

１２．４ クラス別のチーム得点がタイとなった場合は規則Ａ８の「艇」を「チーム」に置き換えて適用

する。 

１２．５ 総合の得点がタイとなった場合には、その大学は同位とする。 

 

１３．安全規定 

１３．１ 競技者は、着替え等のための短時間の着脱を除き、出艇してから帰着するまでの間、適切なラ

イフジャケットを着用していなければならない。これは RRS 第４章前文を変更している。 

１３．２ 国際４７０級は、直径８ｍｍ以上で長さ１０ｍ以上の水に浮くタイプの曳航用ロープを搭載

しなければならない。 

１３．３ 国際スナイプ級は、直径８ｍｍ以上で長さ１５ｍ以上の水に浮くタイプの曳航用ロープを搭

載しなければならない。 

１３．４ レース委員会は、危険な状態にあると判断した艇に対しリタイヤの勧告および強制救助を行

うことが出来る。この項は、艇による救済要求の根拠にはならない。これは RRS 62.1 を変更してい

る。 

 

１４．支援艇 

１４．１ 支援艇は、水上においてレース中でない自校のレース艇に対し以下のことが出来る。 

（a）レース艇へのアドバイス、応援 

（b）レース艇への交換装備の積み込み、装備交換の援助、破損した装備の引き取りおよび 

交代要員の乗船 

１４．２ 支援艇を持ち込む場合は、「支援艇許可申請書」を参加申込時に提出し、受付時に「支援艇許

可証」を受け取るとともにレース委員会に登録しなければならない。 

１４．３ 支援艇は、洋上にいる間、大会本部で貸与する識別旗（グリーン旗）を目立つように掲揚しな

ければならない。 

１４．４ 支援艇は、支援艇登録時に配布する「支援艇許可証」に記載されている事項および帆走指示書

を遵守しなければならない。 

１４．５ 支援艇は、緊急の場合を除き無線通信も全ての艇が利用出来ない無線通信の受信もしてはな

らない。 

１４．６ 本項に違反した場合、またはレース委員会の指示に従わなかった支援艇は、以後出艇が許可さ

れないほか、当該支援艇に関わるチームの全レース艇に対してプロテスト委員会の裁量によるペナルテ

ィーが科せられる。 

 

１５．賞 

賞は次のように与える。 

国際４７０級 賞状 １位～３位 国際スナイプ級 賞状 １位～２位 

総合 賞状 １位～２位 



 

１６．責任の否認 

競技者は、完全に自己の責任でこの大会に参加する。RRS ４「レースすることの決定」参照主催団体

は、大会前または大会後と関連してこうむった物的損傷または人身傷害もしくは死亡に対するいかなる

責任も負わない。 

 

１７．問合せ先 

本大会に関する問い合わせ先は、以下の通りとする。 

北海道学生ヨット連盟 委員長 ：成瀬 未帆 （参加申込先に同じ） 

  



「添付図 １」 レース海面 小樽市 祝津沖 

 

主要座標   緯度１度＝緯度６０分＝６０海里 緯度１分＝１海里（ＮＭ）＝１．８５２ＫＭ 

祝津沖水域 ： 緯度 43°-13.0 N～43°-14.9 N     東経 141°-01.2 E～141°-03.7 E 

海面 Ａ  ： 緯度 43°-13.6 N～43°-14.8 N     東経 141°-01.2 E～141°-02.3 E 

同中心   ： 緯度 43°-14.0 N～43°-14.4 N     東経 141°-01.7 E 

海面 Ｂ   ：  緯度 43°-13.2 N～43°-14.0 N     東経 141°-02.5 E～141°-03.7 E 

同中心    ： 緯度 43°-13.6 N                    東経 141°-03.0 E 

協定航路                          東経 141°-02.4 E 

ハーバー入口： 緯度 43°-14.1 N                    東経 141°-00.9 E 

 



「添付図 ２」 コース 

 

               ⇓W                      ⇓W 

 

                           

 

                                       

 

       

       

 

 

 

 

 

 

                                       

         

      

                                                                           

  Ｓ－１－２－３－２－３－Ｆ           Ｓ－１－４－１－２－３－Ｆ 

                    

⇓W 

 

                                          

                                                                         

                   

                                              

                                           

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ－１－４ｓ/４ｐ－１－４ｐ－Ｆ 

コース O２ 

 

コース I２ 
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